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保
険
証
脇
四
甥
一
日
分
ら

　
新
し
い
保
険
証
は
、
は
だ
色
に

変
わ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
保

険
証
は
三
月
三
十
一
日
で
無
効
と

な
り
四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保

険
証
（
は
だ
色
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　
学
生
・
長
期
旅
行
者
、
冬
期
出

稼
者
の
中
で
特
別
に
期
限
を
も
う

け
、
別
個
の
保
険
証
（
⑧
）
を
交
付

さ
れ
て
い
る
人
は
、
期
限
終
了
後

忘
れ
ず
に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は
三
月
下
旬
に
交

付
し
ま
す
の
で
古
い
保
険
証
を
必

ら
ず
返
工
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
の
と
り
扱
い

一
、
内
容
を
確
か
め
て
お
く

　
交
付
さ
れ
た
ら
記
入
事
項
に
間

違
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
、

裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

－
一
、
必
ず
手
元
に
保
管
す
る

　
お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
す
ん
だ

ら
必
ず
手
元
に
保
管
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
預
け
放
し
は
紛
失

な
ど
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

三
、
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す

　
他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の

医
療
保
険
に
は
い
っ
た
と
き
は
直

ち
に
国
保
係
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
紛
失
し
た
り
破
っ
た
り
し
た

と
貞
、

　
紛
失
し
た
り
破
っ
て
使
え
な
く

な
っ
た
と
き
は
国
保
係
へ
届
け
出

て
再
交
付
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

轟轡発

　
十
日
町
市
お
よ
び
中
魚
沼
郡
内

で
一
月
か
ら
す
で
に
七
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

過
去
に
な
い
発
生
状
況
で
す
。

　
暖
冬
と
い
わ
れ
る
今
年
、
暖
房
器

具
に
起
因
す
る
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
火
災
の
ほ
と
ん
ど

が
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
や

不
注
意
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
一
度
、
わ
が
家
の

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

・
つ
。

▲
火
の
用
心
心
で
用
心

　
　
　
　
　
　
　
目
で
用
心
▼

轟
欝

　
公
社
は
、
市
町
村
の
農
用
地
利

用
増
進
計
画
に
よ
り
、
農
家
の
方

の
合
意
を
得
な
が
ら
、
売
り
た
い

人
の
農
地
を
買
い
入
れ
て
保
有
し
、

規
模
拡
大
を
望
む
中
核
的
農
業
者

に
再
配
分
す
る
な
ど
農
用
地
の
有

効
利
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
村
農
業
委
員
会
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
㈲
新
潟
県
農
業
公
社

　
盤
〇
二
五
二
去
二
⊥
二
四
一

．
幽
鰻
響

　
三
日
前
ま
で
に
お
う
ち
に
な
る

と
百
五
十
円
お
得
で
す
。

　
花
だ
よ
り
と
と
も
に
、
待
ち
に

待
っ
た
春
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
到
来

で
す
。

　
シ
ー
ズ
ン
中
の
大
安
吉
日
に
は

数
十
組
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生

し
、
う
い
う
い
し
い
花
嫁
、
花
婿

あ
て
に
、
お
祝
い
電
報
が
数
百
通

も
殺
到
し
ま
す
。
こ
の
た
め
電
々

公
社
で
は
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
忙

し
さ
で
、
挙
式
に
間
に
合
わ
ぬ
電

報
も
予
想
さ
れ
、
こ
の
対
策
と
し

て
、
配
達
日
の
十
日
前
か
ら
予
約

で
き
る
「
配
達
日
指
定
」
を
ご
利

用
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
十
日
町
電
報
電
話
局

新
潟
纏
購
響
賃
金

★
新
潟
県
最
低
賃
金

　
』
日
…
…
三
千
五
十
三
円

　
一
時
間
…
三
百
八
十
二
円

　
◎
全
産
業
に
適
用

★
繊
維
産
業

　
一
日
…
…
三
千
百
六
十
一
円

　
一
時
間
…
三
百
九
十
六
円

　
◎
た
だ
し
左
記
の
も
の
を
除
く

　
一
、
糸
繰
り
、
糸
始
末
、
清
掃
そ

　
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
軽
易
な

　
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す
る
も

　
の
。
二
、
メ
リ
ヤ
ス
製
品
縫
製
業

　
ま
た
は
衣
服
、
そ
の
他
の
繊
維

　
製
品
製
造
業
に
係
る
者

　
た
だ
し
、
一
、
和
装
品
製
造
業
の

￥

ヤ

沈くヨ

さ
は
ー
ゐ
よ
、
“

憾
－
や
《
こ
㌧係

〆

＿＿／’、

　
　
　
　
へ
　
，
〆

◎
灘

8
修
爪
さ
く
之

■
と
る
の

ヤb
わ
い
そ
り

り
＼
ρ

　
う
ち
和
服
製
造
業
、
二
、
縫
製
に

　
係
る
業
務
に
従
事
す
る
者
で
あ

　
っ
て
雇
入
れ
後
九
ヵ
月
未
満
の

　
技
能
習
得
中
の
も
の
に
つ
い
て

　
は
新
潟
県
最
低
賃
金
が
適
用

　
一
日
…
…
三
千
七
十
七
円

　
一
時
間
…
三
百
八
十
五
円

★
木
材
、
木
製
晶
、
家
具
、
装
備

　
品
製
造
業

　
一
日
…
…
三
千
四
百
九
十
三
円

　
一
時
間
…
四
百
三
十
七
円

　
◎
た
だ
し
、
左
記
の
も
の
を
除
く

一
、
木
箱
作
り
（
魚
箱
造
り
、
リ

ン
ゴ
箱
造
り
に
限
る
）
、
　
袋
詰
め
、

清
掃
、
片
付
け
、
賄
い
そ
の
他
こ

れ
ら
に
準
ず
る
軽
易
な
業
務
に
主

と
し
て
従
事
す
る
者

二
、
家
具
製
造
、
建
具
製
造
に
係

る
者
で
あ
っ
て
、
雇
入
れ
後
六
カ

月
未
満
の
技
能
習
得
中
の
も
の

　
一
日
…
…
三
千
百
七
十
六
円

　
一
時
間
…
三
百
九
十
七
円

　
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
（
費
2
五
七
五
ー
二
－
二
〇
七
九
）

④
・
㊥
τ
㊧
Y
㊥

＊
お
め
で
た
＊

鮎
　
子
（
涌
井

奈
　
美
（
山
田

伸
　
二
（
渡
辺

奈
美
江
（
鈴
木

昌
　
子
（
樋
口

裕
　
樹
（
太
島

奈
保
美
（
樋
口

隆
　
志
（
南
雲

綾
　
子
（
山
田

＊
ご
結
婚
＊

灘
テ
鰯

＊
お
く
や
み
＊

山
田
国
三
郎

村
山
　
ソ
メ

島
田
の
ぷ
江

田
中
　
正
野

富
井
ト
シ
エ

羽
鳥
五
郎
市

誠
一
）
上
　
山

一
夫
）
土
　
倉

保
幸
）
高
道
山

　
進
）
角
　
間

良
隆
）
白
羽
毛

憲
一
）
上
　
山

正
博
）
朴
木
沢

市
郎
）
堀
之
内

　
満
）
通
り
山

81　60　67　90　82　82

東
田
尻

東
田
尻

土
　
倉

田
　
沢

田
　
中

上
　
山

市
之
越

新
屋
敷

農業用軽油免税証の交付
　農業用軽油に対する免税証の交付を次

のとおり行います。該当される方は忘れ

ずに交付を受けてください。

★日時　3月18B（木》

　　　午前10時～午後4時

★会場　中里村役場（議場）

★必要書類

　①印鑑（共同申請の場合は全員の印鑑）

　②免税軽油使用者証

　③耕作面積証明書（農業委員会で証明

　　を受けてください）

　④使用機械の証明書（税務課）

★その他

　申請用紙は、十日町財務事務所にあり

ます。不明な点は十日町財務事務所へお

問い合わせ下さい。

　　　　　　　（TELO2575－7－5511）

編
集
後
記

二
転
屯
ち

謙
勤

　
　
　
擁
ク
，

螺
　
　
　
　
’

　
　
　
争

　
　
　
ヘ

　
　
　
ワ
噛
、

　
　
ノ
グ

　
い
ま
新
年
度
予
算
が
定
例
村
議

会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
来
年

度
も
統
合
中
学
校
建
築
の
継
続
を

は
じ
め
、
各
種
の
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
先
般
の
社
会
福
祉
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
行
政

依
存
度
が
三
六
％
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
行
財
政
の
厳

し
い
今
後
は
、
個
人
や
集
落
で
対

応
で
き
る
も
の
は
積
極
的
に
や
る

と
い
っ
た
姿
勢
が
村
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
　
　
　
、
o

　
、
つ
カ
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止防故事

家族みんなで交通安全

手をあげて左右の安全たしかめて

交
通
事
故
そ
れ
は
、
一
瞬
に
し
て
、
幸
福
な
家

庭
を
悲
し
み
の
ど
ん
底
に
落
し
入
れ
る
。
毎
年
、

　
全
国
で
九
千
人
に
近
い
人
た
ち
の
生
命
が
交
通
事

　
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
村
で
も
交
通
事
故
で

　
　
昭
和
五
十
五
年
に
四
人
、
昭
和
五
十
六
年
に
二
人

　
　
と
い
う
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
失
わ
れ
た

　
　
　
生
命
は
、
二
度
と
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の

　
　
　
心
が
け
で
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

村
人
口
の
7
二
倍
が
死
亡

　
昨
年
全
国
で
発
生
し
た

交
通
事
故
件
数
は
、
五
十

万
一
千
七
百
三
十
四
件
で
、

死
者
九
千
七
十
三
人
、
傷

者
六
十
二
万
四
千
九
百
七

十
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭

和
五
十
七
年
ま
で
の
交
通
事
故
死

傷
者
数
は
、
千
五
百
四
十
六
万
人

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、

新
潟
県
人
口
二
百
四
十
五
万
七
千

人
の
約
六
・
三
倍
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
見
ま
す
と
、
現
在

は
、
ま
さ
に
交
通
戦
争
時
代
と
い

市町村別交通事故発生件数

え
ま
す
。

　
県
内
で
昨
年
発
生
し
た
事
故
件

数
は
、
七
千
三
百
八
十
五
件
で
、

死
者
二
百
十
四
人
、
傷
者
八
千
九

百
七
十
四
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
い
中
里
村
で
は
、
事
故
発
生

件
数
が
八
件
（
前
年
比
五
〇
％
減
）

傷
者
八
人
、
死
者
○
と
い
う
結
果

で
し
た
。

　
こ
れ
も
、
五
十
五
年
、
五
十
六

年
で
六
名
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

た
教
訓
が
み
な
さ
ん
の
中
で
生
き

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

市町村別
55年 56年 57年

件数 死者 傷者 件数 死者 傷考 件数 死者 傷者

中里村 14 4
王7 16 2 20 8 0

～
8

十日町市 葦30 2 161 88 2 104 1登3 1 蓋39

津南町 20 0 26 21 0 23 25 隻 31

川西町 30 2 70 18 1 22 18 2 玉9

合　計 194 8 274 143 5 16駐 16G 4 簾総

　
五
十
六
年
中
に
県
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
原
因
を
、

車
・
自
転
車
・
歩
行
者
別
に

見
ま
す
と
車
側
で
一
番
多
い

事
故
原
因
は
わ
き
見
運
転
に

よ
る
も
の
で
、
次
い
で
一
時

不
停
止
、
操
作
不
適
当
、
安
全

速
度
違
反
と
な
っ
て
い
ま
す
。
，

　
最
近
、
著
し
く
普
及
し
て

き
た
自
転
車
に
よ
る
事
故
原

因
の
ト
ッ
プ
は
一
時
不
停
止
、

次
い
で
飲
酒
運
転
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
歩
行
者
側
の
原
因
の

ト
ッ
プ
は
と
ぴ
出
し
、

次
い
で
車
の
直
前
直
後

の
横
断
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

そ
れ
で
は
、
昨
年
、

十
日
町
警
察
署
管
内
で

起
き
た
事
故
百
六
十
件

の
事
故
原
因
を
見
ま
す

と
、
ト
ッ
プ
が
安
全
運

転
不
確
認
四
十
一
件
（
左

右
の
不
確
認
、
前
方
の

不
注
視
等
）
次
い
で
わ
き
見
運
転

二
十
一
件
、
動
静
不
注
視
十
五
件

（
一
度
は
確
認
し
た
が
そ
の
後
の

動
き
に
注
意
を
し
な
か
っ
た
。
）

滑
走
十
五
件
、
一
時
不
停
止
八
件

信
号
無
視
六
件
、
歩
行
者
妨
害
六

件
、
安
全
速
度
違
反
六
件
、
酒
酔

い
酒
気
帯
ぴ
運
転
四
件
、
そ
の
他

二
十
五
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歩
行
者
に
原
因
の
あ
っ
た
事
故

は
十
三
件
で
、
と
ぴ
出
し
十
件
、

車
の
直
前
直
後
横
断
三
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
見
ま
す
と
、
い
か
に

わ
き
見
運
転
や
前
方
不
注
視
に
よ
・

る
事
故
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
い
く
ら
前
方
を
見
て
い
て
も

考
え
ご
と
を
し
た
り
、
悩
み
ご
と

な
ど
が
あ
る
と
、
前
方
に
注
意
が

集
中
し
ま
せ
ん
。
車
に
乗
る
と
き

は
心
を
落
ち
つ
け
、
車
の
運
転
に

集
中
し
ま
し
ょ
う
。

道路形状別交通事故発生状況

｛身一プ1

鞭
12八1

（噺切1

　　　　　駅
　　　　　〔●0人》

｛交縫点僅近1

｛爽董点1 数
〔鵬欄殺

激
（57人）

12D人

2幻

瀦 卜

漱
1直o〕

蔓96人

娠死者の（ ）内は55年です。

十
日
町
警
察
署
管
内
で
最
も
交

通
事
故
の
多
い
時
間
帯
は
、
午
後

四
時
か
ら
午
後
六
時
で
す
。
こ
の

時
間
帯
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

か
ら
家
に
帰
り
外
で
遊
ぷ
機
会
が

多
い
こ
と
や
昼
間
か
ら
夜
に
か
け

て
の
明
暗
が
生
ず
る
こ
と
、
仕
事

帰
り
で
運
転
者
に
疲
労
が
た
ま
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

事
故
の
多
発
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
次
に
多
い
時
間
帯
は

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
の
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

八
畠
∪
ク

　
事
故
発
生
件
数
の
多
い
月
は
、

八
月
、
十
月
、
七
月
と
な
っ
て
お

リ
、
八
月
を
ピ
ー
ク
に
下
半
期
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
死
亡
事
故
発
生
件
数
の

多
い
月
は
、
海
水
浴
や
お
盆
を
中

心
と
す
る
八
月
、
夕
暮
れ
の
早
ま

る
十
一
月
、
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

の
五
月
に
レ
ン
ヤ
ー
関
係
事
故
や

夜
間
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
深
夜
の
事
故
は
死
亡
事
故
に
つ

な
が
る
率
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
二
ろ
で

　
事
〃
故
〃
が

糊
魏
灘
嚢
．
．
鞍
燕
、

鐵
灘
霧
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鞭
蝋
　
灘
覇
灘
鍵
灘
源
灘
蕪
灘
・

鎌獺

懸
膿
欝
籔
鷺
謙
義
麓
叢
灘

懸
藩
灘

　
　
　
　
　
　
學

　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
劇

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

　瓶
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でりとゆの心

　
村
内
で
起
き
る
事
故
を
一
件
で

も
減
ら
そ
う
と
、
交
通
安
全
協
会

の
役
員
や
交
通
指
導
員
の
。
み
な
さ

ん
が
村
内
を
巡
視
し
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
毎
月
十
日
を
交
通
安

全
家
庭
の
日
、
二
十
日
を
飲
酒
運

転
追
放
の
日
に
設
定
し
、
事
故
防

止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
村
内
を
巡
回
し
感
じ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

★
歩
行
者
★

o
保
育
園
の
送
り
迎
え
の
際
、
子

　
ど
も
の
手
を
握
っ
て
い
な
い
。

o
駅
通
り
を
歩
く
高
校
生
の
列
が

　
乱
れ
が
ち
で
あ
る
。

o
信
号
が
赤
で
も
車
が
来
な
い
と

　
渡
る
。

O
道
ば
た
で
遊
ぷ
子
ど
も
は
減
少

　
し
て
い
る
が
、
ま
だ
、
見
う
け

　
ら
れ
る
。

事
わ
、
　
　
　
　
　
　
こ

通
い

交
と

に
人

で
万

ま
o
o

年
5

57

加
～
諸

年
は

21

数
和
の

昭
人

年
た

翌
し

の
傷

戦
死

終
で

　
故

★
原
付
バ
イ
ク
★

O
お
年
寄
り
や
運
転
に
自
信
の
な

　
い
女
の
人
の
フ
ラ
ツ
キ
運
転
が

　
目
立
つ
。

O
交
差
点
の
直
前
で
右
左
折
を
す

　
る
人
が
い
る
。

O
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
浅
く
か
ぷ
っ
て

　
い
て
額
を
だ
し
て
い
る
。
　
（
役

　
に
た
た
な
い
）

o
自
転
車
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち

　
で
乗
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う

　
に
見
う
け
る
。

★
自
動
車
★

O
狭
い
道
路
で
の
ス
ピ
ー
ド
の
出

　
し
す
ぎ
。

O
踏
切
り
な
ど
で
の
一
時
不
停
止

O
雪
水
や
泥
水
の
は
ね
あ
げ
。

★
自
転
車
★

O
小
さ
な
道
か
ら
大
き
な
道
へ
出

　
る
と
き
の
一
時
不
停
止
。

O
交
差
点
の
曲
り
方
が
ま
ち
が
っ

　
て
い
る
人
が
多
い
。
卜

★
そ
の
他
★

　
屋
根
の
雪
を
道
路

に
落
し
て
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
人
が

い
ま
す
が
、
な
る
べ

く
早
く
雪
を
処
理
し
、

歩
行
者
が
道
路
の
端

を
通
れ
る
よ
う
に
心

が
け
て
も
ら
い
た
い
。

こ
う
し
た
一
人
一
人

の
心
が
け
で
交
通
事
故
を
少
し
で

も
減
ら
し
た
い
も
の
で
す
。

原
付
バ
イ
ク
は

　
　
恐
ろ
し
糖
／

　
五
十
一
年
で
は
、
村
内
に
五
百

五
十
七
台
し
か
な
か
っ
た
原
付
バ

イ
ク
が
昭
和
五
十
七
年
に
は
千
七

百
六
十
六
倉
に
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
原
付
バ
イ

ク
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
昨
年
発
生
し
た
事
故
の
二
件

に
原
付
バ
イ
ク
が
か
ら
ん
で
い
ま

す
。
原
因
と
し
て
は
、
原
付
バ
イ

ク
の
免
許
を
取
得
す
る
際
、
技
能

試
験
が
免
除
さ
れ
て
い
る
た
め
、

路
上
で
の
正
し
い
乗
り
方
が
身
に

つ
い
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
原
付
バ
イ
ク
の
事
故
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
衝
突
事
故
で
も
、
生
身

の
人
間
が
路
上
や
相
手
車
輔
に
激

突
す
る
た
め
大
ケ
ガ
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
た
か
が
原
付
バ
イ
ク
と
い
わ
ず

に
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
深
く
か
ぷ
り

正
し
い
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

交通戦争を忘れたい

中里村安全協会会長

　山田周平さん

　「交通戦争」という言葉をよく耳にしま

す。　「戦争」この言葉は、2度と聞きたく

なく、また、口にしたくない言葉です。

自転車の正しい乗り方知ってますか

れています。一方、明治27年の日清戦争か

ら大平洋戦争、いわゆる日本戦争史上の戦

傷死者数は547万人となつています。こうし

てみますと、実に交通事故死傷者が戦争犠

牲者の2。7倍になっているのに驚きます。

　一瞬のうちに、幸福な家庭を地獄の底に

おとし入れる交通事故を、みんなのちょっ

とした心がけで減らしたいものです。

　目下、中里村では交通事故死亡者ゼロ日

が500臼を突破しています。更1ここの記録を

更新したいものです。

春近し、事故防止

十日町警察署倉俣駐在所

　大平哲朗さん

　
・
、
殖
や
慧
史

傷
灘

　
　
概
響

　3月になりますと、豪雪に閉ざされてい

た人々の解放感が車の運転にも現われ、例

年子どもやお年寄りの事故が多く見られま

す。中里地区では、朝夕の冷え込みによる

路面凍結や雪のために道路の幅員が狭くな

っていることを考えますと、開放的な気持

ちで車の運転を行うことは、重大事故の原

因になりますので、スピード等はひかえ目

に運転をしてください。また、今まで雪の

ために、あまり外に出なかったお年寄りや

子どもたちが、とび出し事故等に会わない

ように、家族みんなで注意しましょう。

　「自分だけは大丈夫」と思っていません

か。その油断が事故につながります。春近

しといっても、常に用心を怠らないように

十分注意しましょう。

▼
八
見
二
十
段
、
、
午
前
十
隠
三
十

分
、
国
道
一
鱒
七
（
囲
沢
地
内
）

▼
讐
遍
貸
物
と
普
選
貸
物
の
追
突

箏
故
　
▼
讐
通
貸
物
（
蔚
率
）
め

運
転
者
軽
傷

、
（
簾
霞
）
後
方
奪
の
わ
き
箆
運
転

魂→×轟
“畑“幽…“一繍熊

、

▼
十
月
五
日
、
午
前
七
時
半
、
国

道
一
一
七
　
▼
自
転
車
と
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
衝
突
事
故
　
▼
自
転
車
運

転
者
軽
傷

（
原
因
）
自
転
車
並
び
に
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
安
全
不
確
認

」
圏

影↓

轟
國「
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四
月
一
日
か
ら
念
願
の
森
宮
野

原
¢
越
後
湯
沢
間
に
定
期
バ
ス
が

一
日
一
三
往
復
運
行
さ
れ
る
予
星
で

す
。　

こ
れ
は
、
上
越
新
幹
線
の
越
後
湯

沢
駅
停
車
に
伴
い
、
地
元
の
町
村

（
中
里
村
、
津
南
町
、
栄
村
）
が
越
後

湯
沢
ま
で
の
定
期
バ
ス
の
運
行
を

越
後
交
通
㈱
に
申
し
入
れ
た
こ
と

か
ら
実
現
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
間
は
、
急
行
バ
ス
が
通
り
、

森
宮
野
原
¢
越
後
湯
沢
間
を
約
七

十
分
で
走
り
ま
す
。

　
中
里
村
地
内
の
停
留
所
は
、
清

津
峡
入
口
（
和
泉
屋
旅
館
前
〉
と
角

間
ま
で
の
各
停
留
所
で
す
。
清
津

バスの運行でますます重要路線に

峡
入
口
か
ら
越
後
湯

沢
駅
ま
で
は
約
四
十

七
分
で
行
き
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
越

後
湯
沢
か
ら
大
宮
ま

で
新
幹
線
（
あ
さ
ひ

号
）
で
六
十
分
、
大

宮
駅
で
の
待
ち
合
せ

時
間
二
十
一
分
、
大

宮
か
ら
上
野
ま
で
の

リ
レ
ー
号
が
二
十
六

分
で
す
か
ら
約
二
時
間
三
十
四
分

で
上
野
に
着
く
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
バ
ス
の
運
行
は
、
地
元
の

人
た
ち
の
便
宜
だ
け
で
な
く
、
清

津
峡
、
七
ツ
釜
、
津
南
の
大
規
模

年
金
保
養
基
地
な
ど
を
結
ぷ
コ
ー

ス
と
し
て
今
後
観
光
面
な
ど
に
お

よ
ぽ
す
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
路
線
は
、
昭
和
五
十

六
年
に
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
、
昭
和

五
十
七
年
に
新
清
津
峡
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
、
現
在
、
角
間
か
ら
十

二
峠
ト
ン
ネ
ル
ま
で
の
法
線
の
調

査
が
十
日
町
土
木
事
務
所
の
手
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
上
越
新
幹
線
の
開
通
、
昭
和
六

十
年
の
関
越
自
動
車
道
の
開
通
、

更
に
国
道
三
五
三
号
線
の
新
ル
ー

ト
が
開
通
す
れ
ば
、
い
よ
い
よ
こ

の
中
魚
沼
も
高
速
交
通
時
代
に
突

入
し
ま
す
。
こ
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
を
皆
の
知
恵
と
努
力
で
豊
か
な

村
づ
く
り
の
足
が
か
り
に
し
ま
し

よ
う
。

7月中旬には復旧
　　　　　　　　　　清　津　橋

　昨年の台風18号で一部陥没し、仮橋によ

る交互通行をしている清津橋の復旧工事力

進んでいます。復旧工事は、中里村側の2

番橋脚を取り除き、新しく46mの鋼桁に（］

番橋脚～3番橋脚）架けかえるものです。

亀
源
，麗

9

Dる

’・

　“12講。という行事をみなさん知っていま
すか。白羽毛集落では、この「12講」を今で

も行っています。

　昭和30年ころまでは、「ミヤマ」といって

山に春先ソリをひいてたき木を取りに行った

ものです。こうしたことから山での災のない
ことを山の神様に祈ったのが「12講」です。

毎年2月12日の朝飯前に、弓を2本、矢を12
本、ツットッコ（ワラで作った入れものの中に

米の粉で作っだからこ。を12個入れておく）
を持って神社に集まり、上の方に向って「カ

ラスの目んだくだまスットントーン」といっ
て矢を空に放つものです。この時、いう言葉
はその地区によって違い「12山の神スットン
トーン」「テニグリテニグリスットントーン」

ともいうそうです。山の神様に捧げる“から

こ。は、男衆が自分で作らないといけないと

いわれています。その訳は、山の神様は女の
神様で女の人が作ると「しっと」するといわ
れています。

■陥■」」■■■■■縢　　　　稠■膨　　　”P．撃

イ

カラスの目んだくだまスットントーンと叫ぷ

　　　懸縫
　
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
叫
ぱ
れ
る

中
で
石
油
資
源

が
あ
と
三
十
年

し
か
も
た
な
い

と
い
っ
た
こ
と

を
耳
に
し
ま
す

が
ほ
ん
と
う
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

　
昭
和
五
十
六

年
の
世
界
の
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
、
石

油
換
算
で
約
六

十
八
・
四
九
億
ト

ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内

訳
を
見
ま
す
と

石
油
が
全
体
の

四
三
％
、
石
炭

が
二
九
％
、
天

然
ガ
ス
一
九
％
、

水
力
六
％
、
原

子
力
三
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

の中旬には完成する見込みです。今回の総

工費は約1億4，000万円となっています。日
本
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
、
石
油
換
算
で
約
三
・
八
四
億
ト

ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
を
見

ま
す
と
、
石
油
が
全
体
の
六
五
％
、

石
炭
が
一
八
％
、
天
然
ガ
ス
六
％
、

水
力
六
％
、
原
子
力
五
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
世
界
で

使
用
す
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
半

分
を
石
油
が
占
め
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
石
油
の
埋
蔵
量
は

昭
和
五
十
七
年
一
月
時
点
で
六
千

七
百
億
バ
ー
レ
ル
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
の
世
界

の
年
間
生
産
量
が
二
百
四
億
バ
ー

レ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

親子のスキンシッブで
省エネ入浴

　
れ
を
埋
蔵
量
で
割
る
と
計
算
上

　
あ
と
三
十
三
年
（
五
十
七
年
一

　
月
時
点
）
し
か
も
た
な
い
こ
と

　
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
石

　
油
の
追
加
発
見
が
な
く
、
こ
の

　
ま
ま
の
石
油
消
費
が
続
け
ば
あ

　
と
三
十
三
年
で
使
い
切
っ
て
し

　
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
次
に
日
本
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
の
輸
入
依
存
度
を
見
ま
す
と
、

　
昭
和
五
十
五
年
で
八
四
・
二
％
、

　
石
油
の
輸
入
依
存
度
は
、
九
九
・

　
八
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
を
見
ま
す
と
、
全
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
輸
入
依
存
度
一
四
・
五
％
、
石

油
の
輸
入
依
存
度
三
四
・
四
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
み
ま

す
と
、
い
か
に
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
な
い
国
で
あ
る
か
が
わ

か
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
電
気
や

石
油
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
限
り
あ
る
資
源
を
長
く

利
用
す
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
で

「
省
エ
ネ
」
を
心
が
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
資
源
を

私
た
ち
の
子
孫
の
た
め
に
た
い
せ

つ
に
使
い
ま
し
よ
う
。

，

⑦
岨

11

なくしたい、

テレピのつけう放し
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響
　
　中里村社会福祉協議会では、昨年末、社会福祉に関する意向
調査を実施いたしました。この調査は、民生委員（18人）を通
じて500枚の調査書を村内に配布し、回収したものです。2月20
日現在、回収された408枚（81％）についての結果をお知らせい
たレます。

アンケート集計抜粋
　〈回答数408〉

Q1．現在なんらかの福祉活動や社会活動
　　に参加していますか。

国
慧
や
萎
動

に
参
加
し
て
い
ま
す
か
。

　
参
加
し
て
い
る
と
答
え
た
人
が

二
五
％
、
参
加
し
て
い
な
い
と
答

え
た
人
が
七
五
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
参
加
し
て
い
る
と
答
え
た
人

の
年
代
を
見
ま
す
と
、
五
十
代
が

三
五
％
、
六
十
代
が
二
七
％
と
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
内
容

と
し
て
は
福
祉
施
設
で
の
奉
仕
や

慰
問
、
青
少
年
の
育
成
指
導
、
施

設
や
地
域
社
会
の
美
化
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
し
て
い
な

い
人
の
理
由
は
、
一
、
時
間
が
な

い
、
二
、
経
済
的
に
ゆ
と
り
が
な

い
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

圓
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
と
う
お
考
え
で
す
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
た
よ
ら

ず
公
的
に
き
め
細
か
く
や
る
べ
き

だ
と
答
え
た
人
が
全
体
の
三
六
％

自
分
の
生
活
と
は
関
係
な
く
積
極

参加
している

（103人）

25．0％

参加していない

　　（305人）

　　75．0％

的
に
参
加
す
べ
き
だ
と
答
え
た
人

が
二
九
％
、
自
分
の
生
活
に
ゆ
と

り
が
あ
る
も
の
が
や
れ
ば
よ
い
と

答
え
た
人
が
二
一
％
、
関
心
の
あ
る

も
の
だ
け
が
や
れ
ば
よ
い
と
答
え

た
人
が
一
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圓
老
人
福
祉
施
設
、
身
体

障
害
者
の
更
生
撮
護
を
利
用
す
る

制
庄
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
一
、
老
人
ホ
1
ム
ヘ
の
収
容
（
六

八
％
）
二
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
活
用
（
六
三
％
）
三
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
収
餐
（
三
六
％
）

四
、
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
へ
の

収
容
（
三
五
％
）
五
、
老
人
い
こ

い
の
家
の
利
用
．
（
三
四
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

圃
老
人
お
よ
ぴ
身
障
者
の

た
め
の
相
祉
サ
ー
ビ
ス
事
巣
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

　
約
半
数
の
人
た
ち
が
、
老
人
医

療
費
支
給
事
業
、
老
人
健
康
診
査

Q1－1．Q1で参加していると答えた95人の
　　　　活動内容（上位5）

（25人）　24％

（21人）　20％

（18人〉　17％

（12人）　12％

（11人）　11％

施設などでの奉仕や慰問

青少年の育成指導、環境浄化

施設や地域社会の美化、清
掃奉仕

老人や身障者の世話または
清掃奉仕

団体やグループ等の指導等

事
業
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
敬

老
事
業
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

園
今
後
、
老
奎
び
身

障
者
福
祉
を
す
す
め
る
上
で
、
ど

の
様
な
面
に
カ
を
入
れ
た
方
が
よ

い
と
思
い
ま
す
か
。

　
一
、
老
人
の
生
き
が
い
活
動
の

機
会
を
多
く
す
る
（
五
八
％
）
二
、

老
人
が
集
会
や
趣
味
活
動
な
ど
に

利
用
で
き
る
施
設
を
増
や
す
（
四

八
％
）
三
、
身
障
者
の
社
会
復
帰

の
促
進
（
四
〇
％
）
四
、
年
金
制

度
を
充
実
さ
せ
る
（
三
二
％
）

五
、
身
障
者
へ
の
援
護
活
動
の
充

実
（
二
二
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

園
菱
童
ど

も
夫
娼
の
暮
ら
し
方
は
ど
の
よ
う

に
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
。

　
八
二
％
の
人
た
ち
が
親
と
同
居

を
し
て
親
の
面
倒
を
見
る
と
答
え

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
は
、
別
居

を
し
て
親
の
面
倒
を
見
る
が
七
％

Q1－2．Q1で参加していないと答えた278人
　　　　の理由（上位4）

45％（136人）

18％（55人）

17％（52人）

11％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

圓
中
里
村
に
社
会
福
祉
憶
議

会
の
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
八
五
％
の
人
た
ち
が
社
会
福
祉

協
議
会
を
知
っ
て
い
る
と
答
え
て

い
ま
す
。

蘭
国
県
政
世
論
調
査
（
五
十

六
年
七
月
）
で
す
と
、
社
会
奉
仕

活
動
へ
の
参
加
率
が
七
・
八
％
（
中

里
村
二
五
％
）
社
会
福
祉
活
動
に

は
自
分
の
生
活
と
は
関
係
な
く
積

極
的
に
参
加
す
べ
き
だ
と
し
た
人

二
一
％
（
中
里
村
二
九
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見
ま
す

と
、
中
里
村
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
に
つ
い
て
関
心
が
高
い
と
い

え
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
た
よ
ら
ず
に
公
的
に
き

め
細
か
く
や
る
べ
き
だ
と
答
え
た

人
が
世
論
調
査
の
一
二
％
に
比
べ

三
六
％
と
多
く
、
行
政
依
存
度
が

つ
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

（35人）

時間的に余裕がない

経済的にゆとりがない

活動のための場所ややり方
がわからない

関心がない

Q2。槽祉活動やポランティア活動への参加
　　についてあなたはどうお考えですか。

Q6．年をとった親と子ども夫婦の暮らし方は。

82％（334人）

」（29人）7％

］（23人）6％

］（15人）3％

（7人）　2％

（146人） 36％

（118人） 29％

（86人） 21％

14％（58人）

ポランティア活動に頼らず
公的にキメ細かくやるべきだ

自分の生活とは関係なく積
極的に参加すべきだ

自分の生活にゆとりのある
ものがやればよい

ポランティア活動に関心の
あるものだけがやればよい

同居をして親の面倒を見る

別居をして親の面倒を見る

Q5．今後、老人および身障者福祉をすすめる上で、
　　　どのような面にカを入れた方がよいと思いま
　　　すか。3項目にO印を。　（上位5）

　　　欝箸きがい活動の機会を　（236人）58％

わからない

別居をしてそれぞれ独立し
た生活をする

老人ホームなど施設で暮ら
した方がよい

（236人） 58％

（194人） 48％

（162人） 40％

32％（131人）

22％（88人）

老人が集会や趣味活動などに
利用できる施設をふやす

身障者の社会復帰の促進

年金制度を充実させる

身障者への援護活動の充実
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おもしろい行事などがありましたら

取材に行きます。連絡をください。

＊行・事・予・定＊
　　　　　崇変更することがあります。
　　　　　・御用の際は担当課で確隠を。

　
「
出
稼
ぎ
」
こ
の
言
葉
も
、
新

幹
線
の
開
通
、
情
報
伝
達
網
の
急

速
な
発
達
に
よ
り
、
次
第
に
暗
い

イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　
去
る
二
月
二
十
日
（
日
）
東
京
の

11働
心配こと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

12（土）
薬草栽培講演会（魚沼の薬草栽培、大和
町役場14＝30～17：00）

13（日）

地場野菜大放出青空市場（総合センター
前8：00～15：00）　雪上運動会（倉俣）

村民卓球大会（シングルス・男女各ダブ
ルス・混合ダブルス田沢㈲9：00～）

14（月） 朧轟勝翻21翻llあ、
閉講式13：00～老人福祉センター）

15（火）

16休）

17休）

18㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

19仕） 農地関係許可申請メ切

2（X日）
休日救急医（大島医院02575－2－2957）

雪上遺動会（市之越・田中・上山・芋沢）

21（月） 春分の日
休日救急医（山口医院02575－5－2003）

22（火）

23休）
肥満教室（中性脂肪とコレステロールの
検査保健センター9：00～14：30）

24（木）

掲人健康づくり（対象者・芋沢婦人、芋
沢公民館9：00～14：00）

講演会（茶の間の法律・サラ金問題・相
続e　t　c13：30～15：30主催商工会）

25働
心配こと、行政相談日（老人福祉センタ
ー13：00～16：00）

26（土）

27（日）

休日救急医（中条病院02575－7－3018）

村内学童競善クロスカントリースキー大
会兼村民スキー大会（距離スキー）市之越

’9：30（予定）、2キロ・5キロ・8キロ

28（月）

29（火）

30㈱
揚人健康づくり（対象者・荒屋婦人、荒
屋公民館9：00～14：00）

31休）

1㈹

心配ごと相談日（老人福祉センター　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　く孕険翠セス（。、5㍗6㍗，㈱礎

「ハイ県くらしのダイヤルです」　　の

2（土）

3（日） 休日救急医（上村病院2111）

4（月）
移動交通事故相談所（十日町市役所
10：00～15：00）

5（火）

中
の
安
全
マ
1
ク
↓
↑
診
プ
マ
生
凄
、

6休）

7㈱

8㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

9（土）

10（日）
休日救急医（津南病院02576－5－3161）

農巣考年金、農地相談日（役場農政課）

法
華
ク
ラ
ブ
（
上
野
）
で
出
稼
者

現
地
懇
談
会
が
開
か
れ
、
出
稼
者

三
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
村

か
ら
は
、
村
長
を
は
じ
め
、
農
業

委
員
会
会
長
代
理
・
村
山
善
作
さ

ん
、
出
稼
者
相
談
員
・
江
口
行
男

故郷のことを知ろうと真剣な人々

さ
ん
等
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
会
の
始
め
に
、
村
ー

長
か
ら
村
の
近
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

次
6
で
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
出
稼
者
の
留
守

家
族
を
写
し
た
ビ
デ

オ
が
上
映
さ
れ
「
父

ち
ゃ
ん
、
身
体
に
気

を
つ
け
て
が
ん
ば
っ

て
」
と
い
う
家
族
の

様
子
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
中
で
は
、

家
族
の
こ
と
や
出
稼

停電・該当なし

表紙，写真
ひなまつり（中里保育所）

駈

ビデオで家族の様子を知る

先
の
話
し
で
も
ち
き
り
で
τ
た
。

　
ま
た
、
こ
の
会
に
清
田
山
出
身
，

の
山
田
義
一
さ
ん
（
東
京
在
住
）
が

姿
を
見
せ
出
席
者
と
旧
交
を
あ
た

た
め
ま
し
た
。

　
今
年
、
中
里
村
か
ら
出
稼
ぎ
に

出
た
人
は
、
四
百
ー
五
百
人
と
推

定
さ
れ
ま
す
。
出
稼
者
も
年
々
減

少
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
出
稼

者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
若
者
の
安
定
職
業
へ
の
移
行
を

含
め
、
雇
用
の
場
の
確
保
を
真
剣

に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代

が
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
「
い
ま
夜
の
写
真
に

こ
っ
て
い
る
ん
で
す
一

と
話
す
、
十
日
町
の
朝

日
堂
に
勤
務
す
る
、
小

出
・
山
本
明
夫
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

　
カ
メ
ラ
を
始

め
て
八
年
と
い

う
山
本
さ
ん
は

今
ま
で
に
、
県

サ
ロ
ン
展
・
入
選
、
勤
労
者
美
術

展
・
入
選
、
フ
ジ
カ
ラ
ー
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
・
入
選
、
三
軌
展
・

入
選
と
い
う
実
績
を
も
っ
て
い
ま

す
。　

写
真
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は

「
お
や
じ
が
東
京
か
ら
中
古
の
カ

メ
ラ
を
も
ら
っ
て
き
て
く
れ
た
の

、
を
か
ま
っ
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ

ん
と
輿
味
を
も
ち
ま
し
た
一
仕

事
も
写
真
関
係
と
伺
い
ま
し
た
が

「
朝
日
堂
の
写
真
部
で
白
黒
の
現

ノ』・

出山
　
本
　
明
　
夫
さ
ん

像
や
焼
き
付
け
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
現
像
液
の
中
で
印
画

紙
に
像
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る

瞬
間
が
と
て
も
好
き
で
す
一

　
ど
ん
な
写
真
を
「
村
の
素
朴
な

祭
り
や
清
津
峡
な
ど
の
写
真
を
と

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
で
き
れ
ば

写
真
展
を
や
り
た
い
と
考
え
て
い

＠
＠
＠
㊥
③
②
0

ま
す
一

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
サ
イ
ク

リ
ン
グ
や
卓
球
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

活
動
を
や
り
な
が
ら
写
真
を
撮
り

つ
づ
け
た
い
一

　
山
本
さ
ん
は
「
中
里
村
に
写
真

の
同
好
会
を
作
り
た
い
一
と
ハ
リ

キ
ッ
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
や

っ
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ

山
本
さ
ん
ま
で
。

・
連
絡
先
一
（
T
E
」
〇
二
．
五
七
五

－
七
－
三
三
一
一
）

　
、
幾

き舞lll多！Tlr　，1婁鍵しli
、
協
喋
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ロ
　

齢霧
噛

『
跳
，

郵鴛蹴
う
・

曽
，
域

寡
．
）
鐘

　　　距　　擁　σ　9’窮

　
　
藁

　
　
繍

　
戦
争
中
の
苦
し

　
い
生
活
の
中
で
も

　
や
め
な
か
っ
た
と

　
い
う
伝
統
の
あ
る

芋
川
集
落
の
”
十

　
六
念
仏
”
が
旧
暦

響
の
一
月
十
六
日
に

酬
あ
た
る
二
月
二
十

眠
八
日
、
公
民
館
で

割
行
わ
れ
ま
し
た
。

購
　
こ
の
十
六
念
仏

　
は
、
仏
様
の
正
月

難灘難　
晒
擁
　
灘
難
力
発
生
し
た
時

灘
鱗
　

　
　
　
　
　
ー
ず
け
て
も
ら
っ
た

　
　
　
　
　
　
と
い
わ
れ
る
「
お

み
よ
う
様
」
の
掛
軸
が
あ
り
ま
す
。

　
午
後
一
時
に
な
る
と
各
家
の
女

衆
が
集
ま
り
念
仏
を
と
な
え
ま
す
。

そ
の
後
、
長
さ
八
メ
ー
ト
ル
も
あ

る
大
き
な
数
珠
の
周
り
に
輪
を
作

っ
て
座
り
「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」
を

と
な
え
な
が
ら
十
三
回
ま
わ
し
ま

す
。
こ
の
時
、
自
分
の
と
こ
ろ
ヘ

フ
サ
が
回
っ
て
き
た
ら
、
額
の
所

ま
で
あ
げ
拝
み
ま
す
。
こ
れ
が
終

る
と
集
ま
っ
た
中
で
一
番

の
お
年
寄
り
が
数
珠
を
小

さ
な
輪
に
ま
と
め
一
人
一

人
の
背
中
を
軽
く
三
回
た

た
き
ま
す
。
こ
う
し
て
も

ら
う
と
一
年
中
健
康
で
過

ご
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

昔
は
、
念
仏
田
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

収
穫
さ
れ
た
米
で
”
こ
う

せ
ん
”
を
作
り
、
そ
れ
と

豆
い
り
を
仏
様
に
あ
げ
、

念
仏
の
終
っ
た
後
、
少
し
づ
つ
分

け
て
、
家
に
持
ち
帰
り
家
族
に
食

べ
さ
せ
無
病
息
災
を
祈
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、
こ
う
せ

ん
や
豆
い
り
の
か
わ
り
に
豆
菓
子

（
ふ
く
ら
ま
し
た
も
の
）
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
一
心
に
念
仏
を
と
な
え
る
姿
に

現
代
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
、
精
神

修
養
を
感
じ
ま
し
た
。

一心に祈る人たち

　
十
日
町
、
中
魚
沼
郡
中
学
校
新

人
タ
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
距
離
ス

キ
ー
）
が
、
二
月
十
七
日
、
郡
市

の
中
学
一
、
二
年
生
約
二
百
五
十

人
を
集
め
て
、
市
之
越
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
目
的
は
、
郡
市
内

の
中
学
生
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
の
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　
村
内
の
中
学
校
か
ら
は
、
三
十

九
名
が
参
加
し
、
冷
た
い
風
の
吹

く
中
、
そ
れ
ぞ
れ
三
キ
ロ
、
五
キ

ロ
、
十
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
挑
戦
し

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。

　
成
　
　
績
（
中
里
村
関
係
個
人
十
位
ま
で
）

★
二
年
生
男
子
五
キ
ロ

o

　驚難
鋤罐

四
位
　
根
津
利
夫
　
　
倉
俣
㈲

七
位
　
樋
口
　
徹
　
　
田
沢
㈲

八
位
　
村
山
孝
弘
　
　
貝
野
㈲

九
位
　
富
井
　
剛
　
　
田
沢
㈲

★
一
年
生
男
子
五
キ
ロ

九
位
　
井
ノ
川
正
年
　
貝
野
㈲

★
二
年
女
子
三
キ
ロ

九
位
　
池
田
登
喜
栄
　
田
沢
㈲

新磯

通
り
山樋

・
蔚
ザ
ん

　
「
結
婚
を
し
た
ら
ケ
ン
カ
が
少

な
く
な
っ
た
一
と
話
す
、
通
り
山

の
樋
口
孝
行
、
京
子
さ
ん
夫
妻
を

紹
介
し
ま
す
。

　
二
人
の
交
際
の
始
ま
り
は
、
中

学
生
時
代
に
孝
行
さ
ん
に
好
意
を

寄
せ
て
い
た
京
子
さ
ん
が
友
達
を

通
し
て
交
際
を
申
し
入
れ
た
こ
と

か
ら
で
す
。
1
結
婚
生
活
は
「
思

っ
て
い
た
よ
り
、
家
の
事
を
よ
く

や
っ
て
く
れ
ま
す
一
と
孝
行
さ
ん
。

「
と
て
も
や
さ
し
く
て
た
よ
り
が

い
が
あ
り
ま
す
一
と
京
子
さ
ん
。

樋
口
さ
ん
一
家
は
孝
行
さ
ん
夫
婦

を
入
れ
て
三
世
代
の
夫
婦
が
い
っ

し
ょ
に
住
ん
で
い
ま
す
。

1
ど
ん
な
家
庭
を
「
じ
い
ち
ゃ

ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
父
ち
ゃ
ん
、

母
ち
ゃ
ん
を
だ
い
じ
に
し
て
、
家

族
仲
良
く
暮
ら
し
た
い
一

－
新
婚
旅
行
は
「
グ
ァ
ム
島
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
海
が
と
て
も

き
れ
い
で
最
高
で
し
た
一
と
明
る

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ヨシヤルゾー

貧血は婦人の敵
　
治
療
よ
り
も
予

防
を
2
健
康
管
理

室
で
は
、
婦
人
の

健
康
づ
く
り
事
業

を
村
内
の
二
十
集

落
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
二
月
二
十

八
日
は
、
田
中
集

落
で
行
わ
れ
、
台

所
を
う
け
も
つ
主

婦
な
ど
＋
四
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、

貧
血
を
予
防
す
る

調
理
実
習
が
　
こ

ぷ
し
会
（
栄
養
改

善
推
進
委
員
）
の
指
導
で
行
わ
れ

あ
ぷ
玉
煮
、
サ
ケ
カ
ン
サ
ラ
ダ
、

蒸
し
パ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
。
主

婦
の
み
な
さ
ん
、
家
族
の
健
康
は

あ
な
た
の
手
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

罫

魂
・
隔
臨
腿
閣
猛

瞭』罵鰹
家庭の宝

暑L
嘘
鞭
鋸
墓
覆
鷹
、
馨
．
瀬
、
認
．
．
、
、
』
，
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麟
灘
灘
欝
、
、
、

難
綴
欝
齢
翼
鍵
畿
毅
戴
欝

、
灘
欝
冤
擦
鶯
聖
，
㍗
鷺
ー

難
鯵
野
讐
雪
ー
議
妊
蝋
中
の

　
　
、
－
栄
養
・
家
襲
欝
磯

　
　
　
矯
望
3
ー
鳳
壕
帯
と
乳

　
　
　
欝
め
手
当
竃

蜘
癒
”
鋒

鍛
時
・
『
四
月
十
五
日
樹

受
付
　
午
後
一
晦
挙
雪
二
時

場
所
上
村
病
院

★
蕊
鍛
鳴
検
診

日
時
　
四
月
二
十
二
日
⑨

。
受
付
　
午
穣
一
時
4
二
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
S
5
3
・
4
・
2
～
53
．
9
．

　
　
　
　
3
0
生
れ

★
乳
兇
検
診

日
時
　
四
月
二
十
八
日
㈱

受
付
　
午
後
一
時
3
二
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者
3
57
・
4
・
2
－
57
．
9
．

　
　
　
　
　
30
生
れ


